










はじめに 

 経口吸着炭素製剤 AST120(呉羽化学)は、腸管を通して uremic toxin を吸着除去する試

みで開発された薬剤である。 

 われわれは、これまでに慢性腎不全保存期に AST120 を投与し、約 70%に効果がみられた

ことを報告したが、最近同様の報告が散見されるようになり、本剤は腎不全保存期の治療

薬として一定の評価を得てきたように思われる。 

 一方、持続的携帯型腹膜透析(CAPD)も本邦に導入されてほぼ5年を経過し、保険適用さ

れ全国的に患者は増加しつつある。しかしそれに伴って、合併症や困難症などの諸問題も

出現してきている。 

 今回、CAPD および血液透析療法施行中の 2症例に補充療法として、AST120 を投与する機

会を得たのでその効果について検討した結果を報告する。 


